
天
平
時
代
開
創
の
古
刹

勒
饗
谷
寺
‥

長
谷
寺
の
本
尊
十

一
面
観
占
を
拝
し
た

者
は
、
ま
ず
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

実
際
、
木
彫
観
音
像
と
し
て
は
、
日
本
最

大
級
を
誇
る
．
そ
し
て
、
幾
重
に
も
美
し

い
駐
を
な
し
て
Ｉ
れ
る
裳
は
、
清
ら
か
な

細
波
を
見
る
よ
う
だ
。

開
山
は
徳
道
、
開
基
は
藤
原
房
前
と
伝

え
、
こ
れ
は
奈
良
の
長
谷
寺
と
ま
っ
た
く

同
じ
だ
が
、
そ
も
そ
も
両
■
の
本
尊
は
同

木
か
ら
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

縁
起
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
、
楠
の
霊

本
か
ら
、
徳
道
二
人
の
本
願
に
も
と
づ
き
、

２
尊
の
卜

一
面
観
古
が
三
日
三
晩
で
彫
り

出
さ
れ
た
．
こ
の
う
ち

一
体
が
奈
良
長
谷

寺
の
本
尊
と
な
り
、
も
う

一
体
は
開
眼
供

養
を
修
し
た
行
基
に
よ
り
、
有
縁
の
地
で

衆
生
を
済
度
す
る
よ
う
願
い
を
込
め
ら

れ
て
、
海
中
に
本
じ
ら
れ
た
．
す
る
と
天

平
８
年

（７
３
６
）、
こ
の
尊
像
が
三
浦

半
島
の
洋
上
に
現
れ
て
岸
に
流
れ
着
き
、

藤
原
房
前
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
遷
庄
さ
れ
、

長
谷
寺
開
創
の
礎
に
な
っ
た
と
い
う
。

阿弥陀女Π来坐像
木造、像高280セ ンチ、室町時代。観音堂の

有
手に建つ阿弥陀堂の本尊。もとは長谷誓

願寺 (現在は廃寺 )の本尊だった。

十

一
面
観
音
は
右
手
に
数
珠
を
も
つ
例

が
多
い
が
、
長
谷
寺
系
の
十

一
面
観
音
は
、

地
蔵
苫
薩
の
よ
う
―■
錫
杖
を
と
り
、
方
形

の
岩
座

（金
剛
宝
盤
石
）
に
立
つ
と
い

う
独
特
の
様
式
を
も
つ
。

た
だ
し
、
現
在
の
本
尊
は
建
造
年
を
特

定
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
室
町
時
代
こ
ろ
の

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

広
大
な
寺
域
を
も
つ
長
谷
寺
だ
が
、
鎌

倉
時
代
ま
で
は
く
わ
し
い
記
録
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
確
実
な
創
建
年
代
も
不
明
だ
´

有
名
で
あ
り
な
が
ら
、
意
外
に
謎
が
多
い

と
い
う
の
が
長
谷
寺
の
特
徴
だ
が
、
巨
像

の
存
在
感
は
、
こ
の
寺
が
も
ち
つ
づ
け
て

き
た
信
仰
の
厚
味
を
無
言
で
伝
え
て
い
る
．

写
真
＝
大
田
亨

長 谷 寺 勝 土宗系単立 )

鎌倉市長谷311280467‐226300● 江

ノ電長谷駅 よ り徒歩5分◎拝観情報 :

入山料300円 Ojヽ 学生100円 )。 拝観時間

8～ 17時半 (3～ 9月 )、 8～ 16時半 (10～

2月 )。 宝物館100円 0卜学生以下無料)、

入館時間9～ 16時 (火 曜体館)。

おうげんしん

Ill吉二 |^二応現身立像
木造、像高94～ 107セ ンチ、室町時代

前～中期。宝物館に展示.も ともとは

本尊 大観音像 の両 1あ の lll段 に安置 さ

れていた。

ハ _デ

境内の観音堂 (右 )と 大黒堂。大黒堂の

2階 が宝物館。


